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巻頭言

　珠洲市総合病院の大屋と申します。昨年度より石川県病院薬剤師会の能登北部地区担当理事を拝命

し、地域の課題や実情を県病薬に話す機会をいただいております。また、参加している委員会では貴重

な経験が出来ていると感じております。

　さて、表題の「持続可能な地域医療」に関しては、薬剤師の中では地域包括ケアシステムの構築と併

せて薬薬連携の推進などが近年数多く取り上げられています。この場では他地域と少し異なった事情の

能登半島と珠洲市についてご報告します。

　珠洲市は人口約13,400人で本州にある市の中で最も人口が少ない市です。人口ピラミッドも過疎化 ・

少子高齢化が進み若者～中年の0.9人が１人の高齢者を支える社会となっています。ちなみに全国平均

は2.1人に対して１人です。これらの問題は珠洲市だけに限らず、奥能登の高齢化率は40年先の日本の

未来とも言われています。当然地元薬学生の全体数も少なく、当院でも長らく募集しても薬剤師が来な

い状況です。複数名の薬剤師退職に伴い病棟業務の休止等の影響が出ています。この様な問題は日本薬

剤師会の第98回定時総会にて柏原先生が「薬剤師による調剤の崩壊」といった内容で能登半島の薬剤師

不足についてより詳しく質問されていますので、議事録をご一読いただけましたら幸いです（日本薬剤

師会雑誌2021　vol.73　第98回定時総会議事録）。

　また、居住地域でかかりつけ薬局が存在しない当地域では、高齢の患者さんを門前薬局に出す院外処

方には踏み切れず、図らずも院内調剤率100％が当院の特徴となっています。当院では薬剤師数減少の

ため、何度も院外処方への移行を検討してきましたが、その度に更なる業務効率化で対応してきました。

院内医薬品管理の外部SPD供託、薬局助手の大幅増員（調剤補助員による医薬品コードを利用したピッ

キングシステム・窓口業務・薬袋取り揃え等に従事）、散剤の全自動調剤ロボット採用、錠剤監査支援

システム採用等が主な新規導入項目となります。しかし、これらのシステム導入のみでは問題全てを解

決出来るはずもありませんでした。例えば、365日交替で行われています薬剤師日直が挙げられますが、

少数の薬剤師全員でお互いの事情を融通し合い、使命感を持って対応しています。

石川県病院薬剤師会理事
珠洲市総合病院　薬局長　　大　屋　正　宏
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　この様な連帯感は様々な場面で発揮されます。特に近年強く感じたのが、この度のコロナ禍でのワク

チン接種対応で、珠洲市は重症化リスクの高い高齢者の割合が最も高い事情が考慮され石川県で最も早

く一般高齢者向け接種が開始されました。当時はワクチンに関する情報が極端に少ない中、情報収集に

あたり、当院の薬剤師は珠洲市唯一の薬剤師集団としての自覚を持って接種計画の初期段階から関わっ

ていきました。地元医師会と連携し接種体制を整え、全市民分のワクチン管理、接種協力開業医への分

配対応、当院接種者用の希釈作業や分注作業（一部看護師が対応）を平日は勿論、一部休日も交代で対

応しましたが、問題なくスムーズに対応する事が出来ました。

　この様な案件以降、地域に薬剤師は必要であると、医療有る所に薬剤師が必要であると、多くの市民

から認識されたと感じる機会が多数ありました。この様な事からも完結型の地域医療を担う薬剤師の確

保は急務であります。

　薬剤師確保につきましては、行政の協力で他職種奨学金からの増額や雇用条件の柔軟対応（病気・子

育てに対して）等で少しずつですが明るい未来も見えてきており、その事を最後に報告致しまして今回

の巻頭言とさせて頂きます。最後までお読みいただき、ありがとうございました。
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